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― みなさんの声を活かすためには、　　改善しながら継続していきます。 ― （2）
担当課から説明を受ける太陽光発電施設造成地を視察

◆
前
冥
賀
地
区
の
太
陽
光
発  

　

電
施
設
造
成
地
を
視
察

　

６
月
27
日
、
前
冥
賀
地
区

に
お
け
る
太
陽
光
発
電
施
設

建
設
の
た
め
の
造
成
地
の
視

察
を
行
っ
た
。
造
成
は
、
県

の
太
陽
光
発
電
施
設
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
事
業
者
か
ら
「
事
業
概

要
書
」
が
提
出
さ
れ
た
が
、

町
の
意
見
書
に
基
づ
く
協
議

を
し
な
い
ま
ま
一
方
的
に
造

成
が
進
め
ら
れ
た
経
過
が
あ

る
。
視
察
で
は
、
町
道
、
里

道
、
水
路
、
農
地
の
埋
没
、

町
の
指
導
後
の
土
砂
の
流
失

防
止
、
排
水
対
策
、
町
道
、

里
道
復
元
の
担
当
課
か
ら
説

明
と
状
況
の
確
認
が
行
わ
れ

た
。参
加
し
た
議
員
か
ら
は
、

「
雨
水
桝
が
小
さ
く
大
雨
の

際
、
決
壊
し
土
砂
の
流
失
を

ま
ね
く
。
造
成
は
ほ
ぼ
完
了

し
て
い
る
が
、
関
係
法
令
、

規
則
を
無
視
し
た
行
為
は
許

さ
れ
な
い
。
や
り
得
は
許
し

が
た
い
。」
な
ど
の
視
察
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

総
務
委
員
会
自
主
研
修

産
業
建
設
委
員
会

報告
します！

◆
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
つ
い
て

　

６
月
20
日
総
務
委
員
会
に
お

い
て
町
内
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

整
備
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
研
修
を
行
っ
た
。

　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

と
と
も
に
大
子
町
を
訪
れ
る
観

光
客
に
と
っ
て
、

手
軽
な
情
報
入
手

の
手
段
と
し
て
ま

す
ま
す
必
要
な
も

の
に
な
っ
て
い

る
。
大
子
町
で
も

袋
田
の
滝
事
務
所

や
道
の
駅
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
、

森
林
の
温
泉
、
茶

の
里
公
園
な
ど
主

な
施
設
に
は
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、

通
信
エ
リ
ア
が
非

常
に
狭
く
限
定
的

な
利
用
に
限
ら
れ

て
い
る
。

　

エ
リ
ア
の
拡
大

が
望
ま
れ
る
が
、

よ
り
大
き
な
接
続

ポ
イ
ン
ト
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も

か
か
る
こ
と
か
ら
費
用
対
効
果

を
考
え
た
り
、
あ
る
い
は
民
間

に
よ
る
設
置
な
ど
、
状
況
を
見

極
め
こ
れ
か
ら
の
情
報
化
社
会

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

担当課から説明を受ける

議会の様子

議員の仕事
（定例会のほか、常任委員会や調査活動を 実施しています）
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で
、
森
林
保
全
・
林
業
の
活

性
化
に
向
け
た
議
員
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
去
る
５
月
に

総
会
が
開
催
さ
れ
、
左
記
役

員
が
選
出
さ
れ
た
。

○
平
成
30
年
度
役
員

　

会　

長　
　

岡
田
敏
克

　

副
会
長　
　

須
藤　

明

　

監　

事　
　

鈴
木
陸
郎

　

事
務
局
長　

菊
池
富
也

　

大
子
町
議
会
で
は
、「
大

子
町
森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
促
進
議
員
連
盟
（
通

称
・
林
活
議
連
）
を
結
成
し

て
い
る
。

　

主
な
活
動
は
、
研
修
会
・

講
演
会
等
の
実
施
、
諸
般
の

実
態
調
査
及
び
現
地
調
査
の

実
施
、
関
係
機
関
・
団
体
と

の
交
流
及
び
協
力
提
携
な
ど

林活議連総会の様子

林
活
議
連
で
総
会
を
開
催

文
教
厚
生
委
員
会

　

文
教
厚
生
委
員
会
は
、
主
に
教

育
、
福
祉
、
環
境
、
衛
生
に
関
係

す
る
事
案
の
調
査
、
研
究
審
査
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
５
月
末
か
ら
町
立

の
幼
稚
園
、
各
小
・
中
学
校
を
訪

問
し
て
、
現
状
や
問
題
点
な
ど
を

調
査
し
ま
し
た
。学
校
な
ど
で
は
、

耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
工
事
関
係

は
済
み
ま
し
た
が
、
特
別
教
室
の

エ
ア
コ
ン
の
未
設
置
、
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
破
損
箇
所
の
未
整
備

等
の
問
題
や
学
校
統
合
を
控
え
て

だいご小

袋田小

の
経
営
計
画
な
ど
た
く
さ
ん
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ

ら
を
審
査
し
、
町
、
教
育
委
員
会
、

学
校
関
係
者
等
と
協
議
の
う
え
、

改
善
案
な
ど
を
提
言
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
、
よ
り
良
い
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
に
は
、
福
祉
関
係
の

施
設
や
事
業
所
を
訪
問
し
、
入
所

者
や
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
の
よ
り

良
い
環
境
づ
く
り
な
ど
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

議員の仕事
（定例会のほか、常任委員会や調査活動を 実施しています）
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　平成30年第2回定例会が、6月6日から14日までの9日間の会期で開催され、平成30年度
大子町介護保険特別会計補正予算など町長から提出された議案8件、報告3件を審議し、また、
議員提出議案として議員の派遣および常陸大宮保健所の存続を求める意見書が提案され、原案
どおり可決されました。しかし、平成30年度一般会計補正予算については、賛否同数のため
議長裁決により否決となりました。また、人権擁護委員には、永瀬道子氏が適任とされ、法務
大臣への推薦に同意しました。
　一般質問では、8人の議員が登壇し、町政全般についての質問が展開されました。

平成30年
第２回定例会

一般会計
補正予算が否決

議案番号 議　　　案　　　名 結　果

報告第１号 平成 29 年度大子町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について 報告済

報告第２号 平成 29 年度大子町一般会計予算事故繰越し繰越計算書の報告について 報告済

報告第３号 大子町国民保護計画の変更の報告について 報告済

議案第54号 大子町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例 原案可決

議案第55号 大子町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第56号 大子町税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第57号 大子町立小，中学校及び幼稚園設置条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第58号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案適任

第２回定例会　提出議案等と審議結果
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※○＝賛成，×＝反対，－＝議長（大森勝夫議員）は採決に加わりません。
※議案第 59 号は議長裁決。

議案
番号

議　案　名

賛否数 議　　　　員　　　　名

賛　
　

成

反　
　

対

菊
池
富
也

須
藤　

明

藤
田
英
夫

菊
池
靖
一

櫻
岡
義
信

中
郡
一
彦

岡
田
敏
克

大
森
勝
夫

金
澤
眞
人

齋
藤
忠
一

佐
藤
正
弘

鈴
木
陸
郎

藤
田　

稔

野
内
健
一

吉
成
好
信

59号 平成 30 年度大子町一般
会計補正予算（第 2 号） 7 7 ○ ○ ○ × ○ ○ × － ○ ○ × × × × ×

　採決に当たり、意見が分かれた議案の賛否状況をお知らせします。

議案の賛否状況

議案第59号 平成 30 年度一般会計補正予算（第２号） 原案否決

議案第60号 平成 30 年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

選挙第３号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員補欠選挙 当選

議員提出議案
第３号 議員の派遣について 原案可決

議員提出議案
第４号 常陸大宮保健所の存続を求める意見書 原案可決

議案第61号 し尿収集車の取得について 原案可決

議案第62号 訴えの提起について 原案可決

◇特別会計補正予算
　平成 30 年度大子町介護保険特別会計補正予算（第１号）の補正額は、312 万 5 千円の増額で、補正
後の予算の総額は、歳入歳出それぞれ 26 億 8,637 万 7 千円となります。

◇茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員に大森勝夫議長が当選
　欠員となっていた茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙が今定例会で行われ、指名推薦により
大森勝夫議長が当選されました。
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議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第63号 平成 30 年度一般会計補正予算（第３号） 原案可決

第３回臨時会　提出議案等と審議結果

　平成30年第3回臨時会が7月3日に開かれ、平成30
年度一般会計補正予算（第3号）について審議しました。
第2回定例会にて否決となった平成30年度一般会計補
正予算（第2号）から、奥久慈観光やなに係る土地・建
物の取得費を除いた予算であり、その提出議案1件につ
いて全会一致で可決されました。

平成30年
第３回臨時会

93億7,078万1千円
補正後の予算総額
6,599万9千円の増額
補正額

歳　　　　　出 補　正　額

アートを活かしたまちづくり事業費 520 万円　　

コミュニティ助成事業補助金 250 万円　　

放課後児童クラブ事業委託料 421 万 8 千円

融資主体補助型経営体育成事業補助金 751 万 1 千円

畜産競争力強化対策整備事業費補助金 711 万 5 千円

観光振興事業委託料 944 万 5 千円

大子町地域の祭り文化支援事業補助金 512 万 4 千円

歳　　　　　入 補　正　額

国庫支出金 415 万 8 千円

県支出金 2,430 万円　　

繰越金 3,464 万 1 千円

諸収入 290 万円　　

一般会計予算の主なもの
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出資団体決算状況

　

出
資
団
体
の
事
業
報
告
に
つ

い
て
、
一
般
財
団
法
人
大
子
町

振
興
公
社
、
奥
久
慈
だ
い
ご
簗

漁
業
組
合
、
大
子
お
や
き
学
校

に
関
す
る
事
業
実
績
の
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
一
般
財
団
法
人
大
子
町
振
興

　

公
社

　

平
成
29
年
度
各
施
設
の
利
用

者
数
は
92
万
８
５
４
１
人
で
前

年
度
よ
り
２
万
７
３
４
３
人
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
の
経
常
収
益
は

５
億
４
９
３
０
万
９
１
３
９
円
で

あ
り
、こ
れ
に
対
す
る
経
常
費
用

は
５
億
５
７
２
７
万
２
９
０
８

円
で
、
７
９
６
万
３
７
６
９
円

の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

赤
字
決
算
の
主
な
理
由
は
、
重

油
や
灯
油
な
ど
光
熱
費
の
値
上

が
り
に
よ
る
も
の
で
す
。

◇
奥
久
慈
だ
い
ご
簗
漁
業
組
合

　

入
客
者
数
は
１
万
２
１
６
９

人
で
前
年
よ
り
２
０
９
７
人
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
約
15
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
経

費
削
減
の
理
由
に
よ
り
、
収

益
が
多
く
見
込
め
る
日
に

絞
っ
た
営
業
に
変
更
し
た
こ

と
に
よ
る
営
業
日
の
減
少
に

伴
う
も
の
で
す
。
売
上
高
は

２
０
２
９
万
５
４
７
０
円
で
、
前

年
比
１
４
８
万
５
８
０
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
が
、
収
支
に
つ

い
て
は
１
１
５
万
８
７
３
４
円
の

黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
大
子
お
や
き
学
校

　

売
上
高
は
１
９
４
７
万 

９
７
９
１
円
で
、
前
年
度
と

比
べ
28
万
７
８
８
３
円
の
増

と
な
り
、
収
支
に
つ
い
て
も
、

13
万
４
７
４
８
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

お
や
き
の
販
売
数
量
に

つ
い
て
は
、
学
校
給
食
の

５
万
６
０
０
個
を
含
め
た

15
万
９
２
５
個
を
販
売
し
、
前

年
度
と
比
べ
１
万
５
１
３
５
個

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
増
加
し

た
理
由
は
、
学
校
給
食
へ
の
販

売
数
量
が
１
万
６
５
９
０
個
増

加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

（一般財団法人　大子町振興公社）

行
政
報
告

経常収益 経常費用 経常損益 利用者数
法人会計 16,595 円 390,032 円 △ 373,437 円

受
託
施
設
部
門

大子温泉保養センター
「森林の温泉」 93,771,869 円 101,056,048 円 △ 7,284,179 円 85,160 人

大子町観光物産館
「道の駅　奥久慈だいご」 136,495,548 円 134,239,545 円 2,256,003 円 148,502 人

八溝山展望台 1,228,300 円 1,228,300 円 0 円
袋田観瀑施設 53,290,792 円 53,290,792 円 0 円 551,510 人
東京理科大学

大子研修センター 23,162,186 円 23,162,186 円 0 円

計 307,948,695 円 312,976,871 円 △ 5,028,176 円

広
域
公
園
部
門

多目的温泉プール
フォレスパ大子 105,944,476 円 109,813,180 円 △ 3,868,704 円 フォレスパ大子

61,324 人
オートキャンプ場

39,671 人
多目的オートキャンプ場

グリンヴィラ 100,265,373 円 98,958,825 円 1,306,548 円

大子広域公園 35,134,000 円 35,134,000 円 0 円
計 241,343,849 円 243,906,005 円 △ 2,562,156 円

合　　計 549,309,139 円 557,272,908 円 △ 7,963,769 円

経常収益 経常費用 経常損益 入客者数
奥久慈だいご簗漁業組合 14,914,702 円 13,755,968 円 1,158,734 円 12,169 人

経常収益 経常費用 経常損益 おやき作り体験者
大子おやき学校 17,859,206 円 17,724,458 円 134,748 円 7,116 人
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質　　問　　内　　容 ページ 質　問　者

ドライブレコーダーの設置状況は
P. ９ 藤田　稔　議員

児童・生徒の常時見守り体制の状況は

孤独死防止にネットワークづくりを
P. 10 岡田敏克　議員

町長選挙に出馬をするのか伺う

災害発生時にドローン活用を P. 11 櫻岡義信　議員

常陸大宮保健所の統合は

P. 12 佐藤正弘　議員前冥賀地区の太陽光発電施設は

公有財産の取得について

区長等の報酬の引き上げは

P. 13 菊池富也　議員だいご味らんどの振興策を

今冬の町長選挙における主な公約は

八溝山の展望図と周辺整備は

P. 14 吉成好信　議員ふるさと住民票を発行してはどうか

住みたい田舎づくりは

期待することをモデル化しては
P. 15 菊池靖一　議員

やな再興プロジェクトの早期実施を

町内の医療機関とのつながりは
P. 16 野内健一　議員

町民の健康寿命延伸を可能にする施策は

平成30年第2回定例会

ここが聞きたい！これを言いたい！
町政に

８人の議員が一般質問!!

インターネットで映像配信中
　定例会及び臨時会をインターネットで生中継するとともに、閉会後は録画配信も
行っています。スマートフォンでも見ることができますので、大子町議会の様子をぜ
ひ映像でご覧ください。

（※議員の顔写真わきにあるＱＲコードを読み取ることにより、議員の一般質問へアクセスします）

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。（9）

【
藤
田
】
安
全
運
転
意
識
の
向

上
や
運
転
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
、
犯
罪
の
抑
止
に
役
立
つ
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
あ
る
。

救
急
車
両
や
公
用
車
等
へ
の
設

置
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
昨
年
度
、
公
用

バ
ス
と
救
急
車
両
各
１
台
に
初

め
て
設
置
し
た
。
今
後
、
年
次

計
画
に
よ
り
、
公
用
車
全
車
両

に
設
置
す
る
方
向
で
進
め
る
。

【
藤
田
】
児
童
・
生
徒
の
登
下

校
を
常
時
見
守
る
こ
と
は
大
切

で
あ
る
。
各
地
域
に
お
い
て
の

見
守
り
体
制
の
把
握
は
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
不

審
者
や
災
害
時
の
対
応
の
た
め

５
０
０
カ
所
に
子
ど
も
を
守
る

１
１
０
番
の
家
を
設
置
し
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
職
員
の
登
下

校
の
指
導
、
交
通
安
全
母
の

会
、
駐
在
所
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
、
防
犯
協
会
、
地
域
の

方
々
、
保
護
者
等
の
協
力
で
登

下
校
の
安
全
確
保
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

【
藤
田
】
児
童
・
生
徒
の
通
学

路
の
整
備
状
況
は
ど
う
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
大

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
状
況
は

年
次
計
画
に
よ
り
全
車
両
に
設
置

藤田　稔 議員

一般質問

児
童
・
生
徒
の
常

時
見
守
り
体
制
の

状
況
は

子
町
通
学
路
交
通
安
全
対
策
推

進
会
議
に
お
い
て
、
各
学
校
よ

り
提
出
さ
れ
た
危
険
箇
所
の
状

況
把
握
、改
修
を
行
っ
て
い
る
。

【
藤
田
】
地
域
住
民
や
観
光
客

等
へ
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、

特
に
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
は
必
要
で
あ
る
。
町
の
設
置

状
況
を
伺
う
。

【
生
活
環
境
課
長
】
平
成
28
年

に
大
子
警
察
署
長
か
ら
各
小
・

中
学
校
周
辺
へ
の
設
置
要
望
が

あ
っ
た
。
３
年
計
画
で
設
置
し

て
い
く
。
ま
た
、
役
場
敷
地
内

へ
の
設
置
も
進
め
て
い
る
。

【
藤
田
】
町
内
に
は
、
避
難
所

18
カ
所
、
避
難
場
所
１
１
５
カ

所
あ
る
。
土
砂
災
害
の
発
生
や

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
所
が
あ

る
。
見
直
し
は
さ
れ
て
き
て
い

る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
避
難
場
所
等
は

地
区
集
会
所
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
代
替
え
施
設
が
課
題
で
あ

る
。
自
主
防
災
組
織
と
協
議
を

し
て
見
直
し
を
進
め
た
い
。

【
藤
田
】
避
難
所
の
備
蓄
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】
旅
館
、
ホ
テ
ル
と
の

協
定
を
結
ん
で
い
る
の
で
、
災

害
時
の
備
蓄
品
は
中
心
に
置
く

方
が
効
率
的
と
考
え
て
い
る
。

【
藤
田
】
避
難
所
に
は
水
の
確

保
は
大
切
で
あ
る
。
災
害
時
の

生
活
用
水
、
飲
料
水
を
確
保
す

る
た
め
町
で
は
、
災
害
時
に
使

用
す
る
井
戸
水
を
調
査
し
た
。

地
区
合
計
で
６
７
１
カ
所
の
う

ち
30
カ
所
の
水
質
検
査
を
す

る
。
場
所
の
設
定
や

停
電
時
の
対
応
は
ど

う
か
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
自
主
防

災
組
織
ご
と
に
利
用

し
や
す
い
候
補
地
の

選
定
を
し
、
所
有
者

の
承
諾
を
得
て
水
質

検
査
を
行
い
、
生
活

用
水
と
飲
料
水
に
区

分
す
る
。
看
板
、
プ

レ
ー
ト
等
を
設
置
し

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
公
表
し
、

非
常
災
害
用
井
戸
と
し
て
登
録

し
て
い
き
た
い
。

　

停
電
時
は
、
手
こ
ぎ
ポ
ン
プ

の
設
置
等
自
主
防
災
組
織
と
協

議
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
町
内
に
は
、
小
久
慈

に
町
の
由
来
と
な
っ
た
湧
水
等

数
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の
利
用

も
考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
。

【
総
務
課
長
】
有
効
な
水
資
源

は
利
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
災
害
対
策
に
お
け
る

早
急
な
課
題
は
あ
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
な
ど
の
避
難
行
動
要
支
援

者
へ
の
対
応
が
課
題
で
あ
る
。特殊公用車へのドライブレコーダーの設置を



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。 （10）

【
岡
田
】
少
子
・
高
齢
化
が
進

み
地
域
住
民
の
見
守
り
、
生
活

支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
見
守
り
活
動
の
原
点
、
特

に
高
齢
者
に
対
し
て
の
目
的

は
、
孤
立
化
、
孤
立
の
減
少
、

孤
立
感
を
な
く
す
こ
と
で
あ

り
、
孤
独
死
の
防
止
が
最
大
の

目
的
で
あ
る
。
孤
独
死
は
町
で

平
成
28
・
29
年
度
に
何
件
あ
っ

た
の
か
伺
う
。

【
福
祉
課
長
】
平
成
28
年
度
は

５
件
、
平
成
29
年
度
は
７
件
発

生
し
て
い
る
。

孤
独
死
防
止
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
た
い

【
岡
田
】
町
で
は
こ
れ
ま
で
に

あ
の
手
こ
の
手
で
高
齢
者
の
見

守
り
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
数
字
が
出
て
く
る
の
か
大

き
な
疑
問
を
持
つ
。
や
り
方
が

不
備
な
の
か
、
ど
こ
か
で
活
動

を
し
て
い
な
い
の
か
、
人
任
せ

な
の
か
。
現
在
の
活
動
状
況
で

ど
こ
か
抜
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

【
福
祉
課
長
】
民
生
・
児
童
委

員
さ
ん
と
連
携
を
密
に
し
支
援

が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

【
岡
田
】
な
ぜ
７
人
が
孤
独
死

で
発
見
さ
れ
て
い
る
の
か
。
今

回
ま
ち
づ
く
り
課
で
地
域
住
民

の
見
守
り
や
生
活
支
援
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
取
り
組
む

団
体
に
支
援
す
る
補
助
金
制
度

が
創
設
さ
れ
た
。
私
が
言
い
た

い
の
は
、「
仏
作
っ
て
魂
入
れ

ず
」
の
と
お
り
、
い
く
ら
い
ろ

岡田敏克 議員

ん
な
新
事
業
を
作
っ
て
も
効
果

が
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
行

う
に
し
て
も
他
の
関
係
機
関
、

団
体
と
相
談
や
打
合
せ
を
し
た

の
か
。

【
福
祉
課
長
】
現
状
で
は
難
し

い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
な
か
な

か
足
り
て
い
な
い
。
関
係
課
、

民
生
・
児
童
委
員
、
社
協
な
ど

と
も
連
携
を
進
め
た
い
。

【
岡
田
】
バ
ラ
バ
ラ
に
い
く
ら

や
っ
て
も
だ
め
で
あ
る
。
特
に

一
番
地
域
の
状
態
を
把
握
し
て

い
る
の
は
地
域
の
区
長
で
あ

る
。
高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い

て
某
区
長
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

仕
事
が
多
す
ぎ
て
で
き
な
い
と

の
返
事
。
区
長
の
下
に
連
絡
員

や
班
長
が
い
る
の
で
区
長
に
協

力
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
協

力
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

町
民
の
命
の
問
題
で
あ
る
高
齢

者
の
見
守
り
に
つ
い
て
は
、
区

長
会
の
協
力
を
求
め
る
べ
き
で

郵便職員による高齢者見守り訪問

あ
る
が
伺
い
た
い
。

【
福
祉
課
長
】
高
齢
者
の
見
守

り
に
つ
い
て
は
、
民
生
・
児

童
委
員
さ
ん
を
中
心

に
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
区

長
会
全
体
に
対
し
て

は
お
願
い
し
て
い
な

い
。
地
域
か
ら
相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は

必
要
に
応
じ
て
区
長

は
じ
め
近
所
の
方
に

も
支
援
を
お
願
い
し

て
い
る
。

【
町
長
】
区
長
の
主

た
る
役
割
で
は
な
い

が
、
必
要
に
応
じ
て

お
願
い
し
て
い
る
。

【
岡
田
】
見
守
り
活

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
た
る
も
の
を
つ

く
り
孤
独
死
防
止
を

考
え
て
ほ
し
い
。

【
福
祉
課
長
】
本
町
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

町
長
選
挙
に
出
馬
を
す
る
の
か
伺
う

【
岡
田
】
町
長
は
今
年
の
４
月

１
日
、
依
上
、
山
田
、
上
岡
地

区
後
援
会
席
上
で
町
長
選
出
馬

を
表
明
し
て
い
る
。
公
の
場
で

町
長
選
挙
に
出
馬
す
る
の
か
。

【
町
長
】
出
馬
を
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
役
場
職
員
の
人
事
異
動
に
つ

い
て

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。（11）

【
櫻
岡
】
現
在
、
ド
ロ
ー
ン
は

ビ
デ
オ
撮
影
で
の
使
用
が
一
般

的
と
な
っ
た
。
記
憶
に
新
し
い

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式

で
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
光

の
群
体
飛
行
シ
ョ
ー
が
話
題
と

な
り
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

で
も
活
用
が
進
ん
で
い
る
。
企

業
や
団
体
な
ど
が
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
・
開

発
の
た
め
、
実
証
地
な
ど
を
模

索
し
て
い
る
状
況
の
中
、
自
然

災
害
発
生
時
の
ド
ロ
ー
ン
活
用

を
提
案
し
た
い
。
本
町
の
よ
う

な
山
間
地
で
心
配
さ
れ
る
の

は
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
で

あ
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
カ
メ
ラ
を
搭

載
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
、

い
ち
早
く
災
害
現
場
の
地
図
を

作
成
、
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
で
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
映
像
を
送
り
、

対
策
本
部
に
正
確
な
位
置
や
状

況
を
伝
え
る
技
術
は
既
に
存
在

し
て
い
る
。
災
害
時
の
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

【
総
務
課
長
】
消
防
庁
で
は
、

全
国
の
ド
ロ
ー
ン
事
業
者
と
災

害
時
等
に
お
け
る
情
報
収
集
活

動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た

と
聞
い
て
い
る
。
県
お
よ
び
水

戸
市
、
笠
間
市
、
常
総
市
が
、

水
戸
市
内
の
ド
ロ
ー
ン
操
縦
士

養
成
ス
ク
ー
ル
と
同
様
の
協
定

を
締
結
し
た
と
も
聞
い
て
い

る
。
町
と
し
て
も
、
先
の
導
入

市
町
村
や
事
業
者
の
状
況
を
調

査
し
今
後
検
討
す
る
。

【
町
長
】
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
だ

災
害
発
生
時
に
ド
ロ
ー
ン
活
用
を

先
端
技
術
の
活
用
を
研
究
し
た
い

櫻岡義信 議員

一般質問

け
で
な
く
、
Ａ
Ｉ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
機
器
を
結
び
、
遠
隔

操
作
で
き
る
Ｉ
Ｏ
Ｔ
な
ど
新
し

い
技
術
が
進
ん
で
い
る
中
、
町

と
し
て
も
、
先
端
技
術
の
活
用

を
研
究
し
た
い
。
ド
ロ
ー
ン
事

業
者
と
の
協
定
も
締
結
に
向
け

検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
櫻
岡
】
山
で
の
遭
難
者
の
捜

索
に
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
な
ど
を

搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

て
、
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
捜

索
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
で
、

本
町
の
み
な
ら
ず
、
遭
難
者
が

発
生
す
る
他
の
地
域
で
も
迅
速

な
救
助
に
貢
献
で
き
る
と
考
え

る
。
有
害
鳥
獣
対
策
に
も
有
効

で
あ
り
、
町
民
の
安
全
・
安
心

に
結
び
付
く
。
町
と
し
て
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

【
消
防
長
】
遭
難
者
捜
索
や
山

火
事
等
の
確
認
に
有
効
と
考
え

る
。
た
だ
し
、
ド
ロ
ー
ン
事
業

者
と
の
距
離
的
な
問
題
が
あ

り
、
初
動
対
応
は
、
職
員
派
遣
、

県
の
防
災
ヘ
リ
活
用
で
対
応
し

た
い
。

【
櫻
岡
】
町
の
美
し
い
景
観
を

ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
、
そ
の
映

像
と
操
縦
技
術
を
競
う
競
技
会

を
開
催
し
て
は
い
か
が
か
。
２

年
前
の
質
問
で
は
、
活
用
を
希

望
す
る
団
体
が
あ
れ
ば
、
安
全

面
を
考
慮
の
上
、
場
所
を
提
供

す
る
こ
と
に
問
題
な
い
と
回
答

し
て
い
る
が
い
か
が
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】　

ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
町

の
賑
わ
い
づ
く
り
に
期
待
で
き

る
取
り
組
み
で
あ
る
。
法
規
制

や
事
故
防
止
に
知
見
の
あ
る
企

業
等
か
ら
の
提
案
が
あ
れ
ば
、

協
力
で
き
る
と
考
え
る
。

さまざまな活用が期待されるドローン



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。 （12）

【
佐
藤
】
大
子
町
を
管
轄
す
る
常

陸
大
宮
保
健
所
の
窓
口
業
務
を

残
し
、
ひ
た
ち
な
か
保
健
所
に

統
合
す
る
案
が
出
さ
れ
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
責
任
者
で
あ
る
県
の
医

務
局
長
に
対
し
大
子
町
と
し
て

反
対
で
あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ

た
。
近
隣
の
常
陸
大
宮
市
、
常

陸
太
田
市
、
那
珂
市
も
今
回
の

再
編
案
に
反
対
の
意
向
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
連
名
で
働
き

か
け
が
で
き
な
い
か
連
絡
を
取

り
合
っ
て
い
る
。

【
佐
藤
】
こ
の
常
陸
大
宮
保
健
所

の
統
合
問
題
は
町
民
の
健
康
や
命

に
も
か
か
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
近
隣
の
自
治
体
と
も
力
を
あ

わ
せ
統
合
を
阻
止
で
き
る
よ
う
な

動
き
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

【
町
長
】
以
前
の
保
健
所
の
統
合

の
例
を
見
る
と
当
初
、
窓
口
を
残

す
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、数
年
後
、

窓
口
も
な
く
な
っ
た
状
況
も
あ
る
。

し
っ
か
り
と
反
対
し
て
い
き
た
い
。

常
陸
大
宮
保
健
所
の
統
合
は

し
っ
か
り
反
対
し
て
い
く

佐藤正弘 議員

一般質問

前
冥
賀
地
区
の
太
陽
光
発
電
施
設
は

公
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

【
佐
藤
】
前
冥
賀
地
区
に
お
け
る

太
陽
光
発
電
施
設
建
設
は
、
県

の
太
陽
光
発
電
施
設
の
適
正
な

設
置
・
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
関
係
法
令
も
逸
脱
し

て
い
る
。
問
題
点
と
今
後
、
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
町
独
自
の
条
例
も
必
要

で
は
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
事
前
に
町

【
佐
藤
】
補
正
予
算
の
中
に
奥
久

慈
だ
い
ご
観
光
や
な
の
土
地
、
施

設
の
取
得
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
町
の
観
光
や
な
再
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
経
営
改
善
策
と
し

て
、
収
益
力
向
上
と
経
費
削
減

の
２
本
柱
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
経
費
削
減
と
し
て
の
町

の
公
有
財
産
の
取
得
が
メ
イ
ン
で

あ
り
、
収
益
力
の
向
上
の
た
め
の

施
策
が
貧
弱
で
あ
る
。
や
な
組
合

で
の
討
議
を
進
め
、
公
有
財
産
の

購
入
費
は
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。

【
町
長
】
理
事
の
皆
さ
ん
が
今
必

死
に
な
っ
て
経
営
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
公
有

や
県
の
手
続
き
を
得
る
こ
と
な

く
、
造
成
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

町
で
は
、
事
案
発
覚
後
に
、
事

業
者
に
対
し
工
事
の
中
断
を
要

請
し
、
現
在
、
工
事
は
中
断
さ

れ
て
い
る
。
土
砂
の
流
出
、
水
路

の
確
保
な
ど
防
災
対
策
を
要
請

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
町

道
の
復
元
に
向
け
て
、
事
業
者

に
よ
る
測
量
、
設
計
に
係
わ
る

財
産
の
取
得
を
削
除
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
組
合
の
存
続
が
で
き
な

く
な
り
、
来
年
に
は
破
綻
す
る
。

【
佐
藤
】
２
階
食
堂
の
活
用
、
川

遊
び
、
釣
り
堀
の
整
備
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
打
ち
出
し
て
い

る
が
、
来
場
者
、
売
り
上
げ
の

目
標
な
ど
が
、抜
け
落
ち
て
い
る
。

町
民
が
納
得
す
る
施
策
を
協
議

し
て
か
ら
で
も
遅
く
な
い
の
で
は

な
い
の
か
。

【
町
長
】
来
年
度
に
や
な
は
や
っ

て
い
け
な
く
な
る
。
や
な
組
合

が
存
続
で
き
な
い
状
況
に
な
る
。

ス
ピ
ー
ド
が
な
い
と
状
況
が
ま

す
ま
す
悪
化
す
る
。

機能の維持・存続が求められる常陸大宮保健所

協
議
、
ま
た
、
今
後
、
県
の
指

導
要
綱
等
に
つ
い
て
も
申
請
に

基
づ
き
、
関
係
機
関
の
協
議
が

進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
他
市
町

村
で
も
条
例
の
制
定
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
子
町
に
お
い
て
も
条
例
の
必

要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

【
佐
藤
】
今
回
の
太
陽
光
発
電
施

設
建
設
は
、
関
係
法
令
を
無
視

し
た
ま
ま
進
め
ら
れ
、
既
成
事

実
を
積
み
上
げ
、
な
し
崩
し
に

建
設
を
進
め
て
い
る
。
町
が
そ

れ
を
追
認
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
と
思
う
が
。

【
町
長
】
ま
さ
に
や
り
得
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
厳

し
く
対
応
し
て
い
く
。
特
に
町
道

の
復
元
、
予
定
地
の
奥
に
民
有
地

が
あ
る
が
不
便
に
な
ら
な
い
よ
う

指
導
し
て
い
く
。



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。（13）

【
菊
池
】
町
内
で
働
く
人
た
ち

の
賃
金
の
改
善
や
働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
施
策
は
あ
る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
本
年
、
厚

生
労
働
省
茨
城
労
働
局
と
雇
用

対
策
協
定
を
締
結
し
、
働
き
方

改
革
の
推
進
、
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
の
推
進
、
各
種
助
成
制
度
の

活
用
に
よ
る
経
営
改
善
支
援
策

な
ど
を
実
施
し
、
魅
力
あ
る
職

場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

【
菊
池
】
区
長
の
職
務
内
容
や

交
際
範
囲
に
つ
い
て
、
把
握
し

区
長
等
の
報
酬
の
引
き
上
げ
は

報
酬
の
増
額
に
つ
い
て
検
討
す
る

て
い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
区
長
の
職
務
は

条
例
に
基
づ
く
各
種
連
絡
・
伝

達
な
ど
、
ま
た
地
域
の
代
表
・

取
り
ま
と
め
役
な
ど
職
務
以
外

で
も
活
動
し
て
い
る
。
交
際
範

囲
は
、
小
・
中
学
校
の
各
種
行

事
へ
の
参
加
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
へ
の
参
加
、
地
域
の

冠
婚
葬
祭
へ
の
出
席
な
ど
多
種

多
様
で
あ
る
。

【
菊
池
】現
在
、区
長
の
報
酬
は
、

月
額
１
万
円
程
度
（
平
均
）
で

あ
り
、
活
動
内
容
か
ら
見
る
と

大
変
低
額
で
あ
る
。
な
り
手
不

足
も
あ
り
、
報
酬
の
増
額
を
検

討
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
の
考

え
を
伺
う
。

【
町
長
】
区
長
の
年
間
活
動
日

数
が
１
０
０
日
を
超
え
て
い
る

こ
と
や
、
担
当
世
帯
数
も
十
数

世
帯
か
ら
３
０
０
世
帯
近
い
地
域

も
あ
る
な
ど
、ま
た
、活
動
範
囲
も

広
い
こ
と
な
ど
を
検
証
し
、区
長
の

菊池富也 議員

報
酬
の
増
額
に
つ
い
て
今
後
検
討

し
た
い
。

【
菊
池
】
区
長
の
な
り
手
不
足

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
現
在
、
町

は
ど
の
よ
う
な
改
善
策
を
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
町
か
ら
の
調
査

依
頼
を
減
ら
す
な
ど
の
負
担
軽

減
や
区
長
と
の
意
見
交
換
を
行

い
、
対
策
を
検
討
し
た
い
。

【
菊
池
】
だ
い
ご
味
ら
ん
ど
の

移
転
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

【
農
林
課
長
】
６
月
末
に
建
築

工
事
の
入
札
、
工
事
請
負
契
約

の
締
結
、
７
月
着
工
、
来
年
２

月
末
竣
工
を
予
定
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
道
の
駅
奥
久
慈
だ
い

ご
に
お
け
る
野
菜
の
販
売
方
法

等
に
つ
い
て
、
町
・
振
興
公

地元産品が並ぶだいご味らんど

社
・
だ
い
ご
味
ら
ん
ど
の
３
者

で
の
協
議
が
必
要
で
は
な
い
か

伺
う
。

【
農
林
課
長
】
現
在
、
観
光
商

工
課
・
だ
い
ご
味
ら

ん
ど
・
振
興
公
社
と

連
携
し
、
道
の
駅
の

魅
力
度
向
上
に
取
り

組
み
、
現
状
・
課
題

分
析
お
よ
び
解
決
策

の
検
討
を
行
い
、
だ

い
ご
味
ら
ん
ど
道
の

駅
店
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
る
。

【
菊
池
】
積
極
的
な

農
業
振
興
策
は
な
い

の
か
伺
う
。

【
農
林
課
長
】
農
業

担
い
手
対
策
と
し

て
、
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業
、
大
子

町
農
業
後
継
者
応
援

金
制
度
の
活
用
、
ま
た
新
規
就

農
支
援
制
度
や
営
農
指
導
体
制

の
充
実
に
よ
る
人
材
の
確
保
、

育
成
を
推
進
す
る
。

今
冬
の
町
長
選
挙
に
お
け
る
主
な
公
約
は

【
菊
池
】
今
年
12
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
町
長
選
挙
に
お
け
る

公
約
な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
活
力
あ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
策
の

充
実
、高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、

ア
ー
ト
事
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
、そ
れ
に
伴
う
観
光
客
誘
致
、

農
業
後
継
者
の
育
成
な
ど
に
力

を
入
れ
る
。

一般質問

だ
い
ご
味
ら
ん
ど

の
振
興
策
を



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。 （14）

【
吉
成
】
八
溝
山
の
展
望
図
と

周
辺
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
展
望
図
は
、

金
属
プ
レ
ー
ト
の
ず
れ
だ
け
で

は
な
く
、
山
の
位
置
、
名
称
の

間
違
い
が
あ
っ
た
。
八
溝
保
勝

会
、
山
の
専
門
家
、
そ
れ
か
ら

業
者
お
よ
び
観
光
商
工
課
の
４

者
で
打
合
せ
を
行
い
、
山
の
位

置
、
名
称
を
確
認
し
、
修
正
を

行
っ
た
。
そ
の
修
正
を
参
考

に
、
業
者
に
展
望
図
案
の
作
成

を
依
頼
し
、
八
溝
山
展
望
台
に

て
作
成
し
た
修
正
図
案
と
風
景

を
照
ら
し
合

わ
せ
、
間
違

い
が
な
い
こ

と
を
確
認
し

て
い
る
。
修

正
し
た
展
望

図
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
６

月
15
日
金
曜

日
に
展
望
台

に
設
置
予
定

に
な
っ
て
い

る
。

八
溝
山
の
展
望
図
と
周
辺
整
備
は

６
月
15
日
設
置
予
定

吉成好信 議員

一般質問

住
み
た
い
田
舎
づ
く
り
は

ふ
る
さ
と
住
民
票
を
発
行
し
て
は
ど
う
か

【
吉
成
】
茨
城
新
聞
に
こ
の
間
、

住
み
た
い
田
舎
づ
く
り
日
本
一

に
、
常
陸
太
田
市
が
掲
載
さ
れ

た
。常
陸
太
田
市
長
の
名
刺
は
、

子
育
て
上
手
常
陸
太
田
推
進
隊

長
に
な
っ
て
い
る
。
一
番
こ
こ

で
言
い
た
い
の
は
、
常
陸
太
田

市
は
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の

給
食
費
を
半
額
に
し
て
い
る

【
吉
成
】
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
す
ば
ら

し
い
の
が
で
き
た
。
あ
の
パ
ン

が
、
無
料
化
に
踏
み
込
ん
で
い

な
い
。
町
も
回
答
し
た
６
７
１

市
町
村
に
入
っ
て
い
る
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
は
ど
こ
の
課
が
提
出

し
た
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
ま
ち
づ

く
り
課
で
回
答
し
た
が
、
回
答

の
方
法
も
適
切
で
は
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。

フ
レ
ッ
ト
は
ど
の
辺
ま
で
配
る

の
か
、
役
場
だ
け
で
は
な
く
郵

便
局
や
銀
行
、
あ
る
い
は
人
の

集
ま
る
と
こ
ろ
に
も
置
い
て
お

く
の
か
。

【
財
政
課
長
】
今
回
作
成
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
観
光
関
係

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
配
布
し
て

い
る
。
町
内
配
布
も
当
然
必
要

だ
が
、
で
き
れ
ば
町
外
の
方
に

見
て
い
た
だ
い
て
、
ご
協
力
を

い
た
だ
く
と
考
え
て
い
る
。

【
吉
成
】
現
在
ま
で

５
１
７
０
万
円
も
入
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
人
数
も
１
７
６
２

人
で
、
返
礼
品
を
返
す
だ
け
が

能
で
な
く
、
ふ
る
さ
と
住
民
票

を
発
行
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

全
国
で
５
カ
所
ぐ
ら
い
や
っ
て

い
る
。
ふ
る
さ
と
住
民
票
を
発

行
し
て
、
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
町
長
は
懇
談
会
を
開
い
て

意
見
交
換
な
ど
や
る
べ
き
と
思

う
。
福
島
県
飯
館
村
や
香
川
県

三
木
町
な
ど
で
や
っ
て
い
る
の

で
検
討
さ
れ
て
は
。

【
町
長
】
住
民
票
を
発
行
し
な

く
て
も
返
礼
品
と
同
時
に
、
大

子
町
の
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
Ｐ
Ｒ

は
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
よ

っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
で
寄
附
し
て

い
た
だ
け
る
方
も
結
構
多
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
も
聞

い
る
。
し
か
し
、
住
民
票
に
つ

い
て
は
寄
附
者
に
事
前
に
同
意

を
得
る
の
で
難
し
い
と
考
え

る
。

修正され、設置された八溝山展望図



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。（15）

【
菊
池
】
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
に
関
係

す
る
課
が
期
待
す
る
こ
と
は
何

か
。

【
福
祉
課
長
】
団
塊
の
世
代
が

後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５

年
に
向
け
て
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
自
宅
や
地
域
に
お
い
て

人
生
を
全
う
で
き
る
社
会
を
目

指
す
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

医
療
と
介
護
の
連
携
、
見
守

り
や
生
活
支
援
面
で
の
「
地
域

住
民
と
の
協
働
」
と
い
う
要
素

は
必
須
に
な
る
の
で
、
チ
ャ
レ

期
待
す
る
こ
と
を
モ
デ
ル
化
し
て
は

町
の
考
え
を
実
行
で
き
る
か
議
論
す
る

ン
ジ
支
援
事
業
が
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
き
っ
か
け

づ
く
り
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

【
生
活
環
境
課
長
】
各
地
区
に

お
け
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
立

哨
活
動
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
に
よ
り
、
現
在
の
各
組
織

を
地
域
の
見
守
り
分
野
で
の
活

動
を
行
う
組
織
と
し
て
位
置
づ

け
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

相
互
の
連
絡
も
活
発
に
な
り
、

足
り
な
い
部
分
を
互
い
に
補

え
、
効
果
も
上
が
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

【
総
務
課
長
】
地
区
内
に
新
た

な
人
材
に
よ
る
組
織
づ
く
り
に

よ
り
、
一
地
区
一
品
運
動
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
地
区
民
の

老
若
男
女
が
一
堂
に
会
し
関
わ

れ
る
事
業
を
起
こ
す
こ
と
に
よ

り
、
地
区
内
に
共
助
の
目
が
生

菊池靖一 議員

ま
れ
、
さ
ら
に
は
地
区
民
の
連

携
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

【
菊
池
】
地
域
住
民
を
巻
き
込

ん
で
行
う
事
業
は
、
リ
ー
ダ
ー

を
始
め
ス
タ
ッ
フ
の
な
り
手
が

必
要
に
な
る
た
め
、
地
域
が
ま

と
ま
っ
て
い
な
い
と
な
か
な
か

難
し
い
。

　

地
域
が
手
を
挙
げ
や
す
く
す

る
た
め
、
期
待
す
る
こ
と
を
具

体
的
に
モ
デ
ル
化
し
て
募
集
し

て
は
ど
う
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
す
ぐ
に

で
き
る
話
で
は
な
い
が
、
町
の

考
え
る
こ
と
が
地
域
の
皆
さ
ん

で
実
際
に
実
行
で
き
る
よ
う
な

体
制
が
あ
る
の
か
を
含
め
て
協

議
し
な
が
ら
、
モ
デ
ル
地
区
の

議
論
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
考
え
る
。

「鮎の炊き込み弁当」で販売強化できるか

や
な
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
早
期
実
施
を

【
菊
池
】
町
か
ら
投
資
す
る
た

め
に
は
、
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
早
期
に
実
施
し
、
や
な
組
合

の
経
営
手
腕
を
見
る
必
要
が
あ

る
の
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
伺
う
。
新
た
な
組
合
組
織

づ
く
り
と
し
て
、
安
定
的
な
組

合
運
営
の
た
め
に
理
事
、
総
代
、

組
合
員
等
に
よ
る
積
極
的
な
参

画
促
進
と
あ
る
が
具
体
的
に
は
。

【
町
長
】現
在
あ
る
理
事
、総
代
、

組
合
員
の
組
織
を
ど
の
よ

う
に
活
性
化
す
る
か
に
尽

き
る
。

　

会
議
を
招
集
し
て
も
特

定
の
人
し
か
集
ま
ら
な
い

の
が
現
状
な
の
で
、
理
事

全
員
に
参
加
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
広
報
Ｐ
Ｒ
、
環

境
、
経
営
支
援
な
ど
分
野

別
に
活
動
す
る
た
め
の
役

割
分
担
を
決
め
て
い
る
。

【
菊
池
】
収
益
力
が
高
い

事
業
に
限
ら
れ
た
経
営
資

源
を
集
中
す
る
こ
と
が
可

能
と
あ
る
が
、
収
益
力
が

高
い
事
業
と
は
。

【
町
長
】
収
益
力
が
一
番
高
い

の
は
道
の
駅
の
直
売
な
の
で
、

道
の
駅
で
売
る
も
の
を
多
様
化

す
る
た
め
に
「
鮎
の
炊
き
込
み

弁
当
」
や
「
鮎
の
南
蛮
漬
け
」

な
ど
商
品
開
発
し
販
売
強
化
を

し
て
い
き
た
い
。

　

や
な
の
２
階
に
つ
い
て
は
、

収
益
率
が
悪
い
の
で
や
め
て
通

年
営
業
出
来
る
よ
う
な
事
業
体

に
貸
与
す
る
。

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。 （16）

【
野
内
】
町
民
の
健
康
増
進
の

た
め
の
さ
ら
な
る
改
善
策
と
し

て
、
前
立
腺
が
ん
検
診
を
特
定

健
診
項
目
に
入
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
特
定
健
診

は
、
国
の
法
律
で
健
診
項
目
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
前
立
腺
が

ん
検
診
を
特
定
健
診
の
項
目
と

し
て
加
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
前
立
腺
が
ん
検

診
は
採
血
し
た
血
液
で
容
易
に

検
査
で
き
る
。
ま
た
、
集
団
健

診
会
場
で
60
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
男
性
の
方
は
無
料
で
前
立
腺

が
ん
検
診
が
受
け
ら
れ
る
。

【
野
内
】
女
性
の
方
全
員
に
対

し
て
は
集
団
健
診
時
に
、
骨
密

度
の
測
定
は
で
き
な
い
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
骨
密
度
の

測
定
に
関
し
て
は
、
毎
年
度
測

定
を
し
て
も
、
そ
の
数
値
に
大

き
な
変
化
が
な
い
た
め
、
５
年

に
１
回
の
測
定
で
十
分
と
思

町
民
の
健
康
寿
命
延
伸
を
可
能
に
す
る
施
策
は

【
野
内
】
行
政
に
対
し
て
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
大
子
町

内
の
産
科
医
が
、
今
年
の
10
月

よ
り
出
産
に
つ
い
て
の
医
療
を

扱
わ
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
町

と
し
て
の
考
え
は
。

【
健
康
増
進
課
長
】
こ
の
町
内

の
産
科
医
は
、
10
月
か
ら
の
出

産
に
つ
い
て
は
扱
わ
な
い
が
、

妊
婦
検
診
と
予
防
接
種
等
の
外

来
検
診
は
実
施
す
る
。
10
月
以

降
に
出
産
を
予
定
さ
れ
て
い
る

妊
婦
さ
ん
に
は
、
他
の
医
院
に

つ
な
ぐ
対
応
を
取
ら
れ
て
い

る
。
町
と
し
て
は
、
地
元
に
産

町
内
の
医
療
機
関
と
の
つ
な
が
り
は

患
者
送
迎
へ
の
支
援
を
継
続

科
医
院
が
あ
る
こ
と
は
、
町
民

が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
環
境
と
し
て
大
変
あ
り
が

た
く
、
ま
た
、
大
変
重
要
な
こ

と
と
捉
え
て
い
る
。
今
ま
で
ど

お
り
の
診
療
の
継
続
を
お
願
い

し
て
い
る
。
医
師
と
し
て
は
、

高
齢
出
産
が
増
え
る
中
で
、
遠

隔
地
で
一
人
で
出
産
時
の
危
機

対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
困
難

と
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
産

科
医
に
つ
い
て
は
24
時
間
拘
束

や
危
機
対
応
の
困
難
性
か
ら
医

師
の
な
り
手
が
少
な
く
、
全
国

的
に
も
県
内
に
お
い
て
も
一
番

不
足
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

町
内
の
産
科
医
院
へ
の

支
援
策
が
見
つ
か
ら
な

い
状
況
で
あ
る
。

【
野
内
】
行
政
と
町
内

の
医
療
機
関
と
の
つ
な

が
り
は
大
変
重
要
と
思

う
が
。

【
町
長
】
年
に
３
～
４

野内健一 議員

地域医療で活躍する水郡医師会

う
。
20
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
５

年
刻
み
で
、
女
性
に
対
し
て
無

料
で
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

【
野
内
】
大
子
町
の
糖
尿
病
重

症
化
予
防
の
取
り
組
み
は
。

【
健
康
増
進
課
長
】
特
定
健
診

の
結
果
か
ら
、
検
査
値
の
悪
い

方
を
軽
度
・
重
度
で
抽
出
し
、

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
が
訪

問
、
結
果
説
明
会
、
糖
尿
病
等

の
予
防
教
室
、
特
定
保
健
指
導

に
よ
っ
て
、
病
状
の
説
明
と
と

も
に
、
食
生
活
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
習
慣
の
改
善
を
働
き
か

け
て
い
る
。
重
症
化
の
予
防
と

し
て
は
、
患
者
さ
ん
を
通
じ
て

水
郡
医
師
会
の
か
か
り
つ
け
医

に
、
保
健
指
導
の
内
容
に
つ
い

て
町
か
ら
提
示
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
は
、
現
在
の

取
り
組
み
の
ほ
か
に
医
療
機
関

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
く
。

回
程
度
で
、
医
師
会
と
の
懇
談

会
を
持
っ
て
い
る
。
各
医
療
機

関
ま
で
の
患
者
送
迎
を
、
現
在

町
が
支
援
を
実
施
し
て
い
る

が
、
医
師
会
と
し
て
は
、
こ
れ

を
引
き
続
き
希
望
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

【
野
内
】
病
院
に
よ
る
送
迎
は
、

患
者
で
あ
る
町
民
に
大
変
喜
ば

れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
を
将

来
、
町
の
事
業
に
組
み
入
れ
る

考
え
は
な
い
か
。

【
町
長
】
現
在
実
施
さ
れ
て
い

る
の
は
、
各
病
院
が
そ
の
病
院

に
か
か
っ
て
い
る
人
に
対
し
て

の
送
迎
を
し
て
い
る
も
の
で
、

一般質問

町
が
そ
の
情
報
を
持
っ
て
送
迎

す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
今
後
は
医
師
会
と
の
間
で

こ
の
送
迎
事
業
の
さ
ら
な
る
充

実
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
に
な

る
も
の
と
思
う
。



（17）

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
、
長
良

川
の
増
水
と
土
砂
災
害
警
戒
態

勢
の
中
、
本
美
濃
紙
と
う
だ
つ

の
上
が
る
町
並
み
の
視
察
研
修

が
行
わ
れ
た
。

　

美
濃
和
紙
の
里
会
館
、
美
濃

竹
紙
工
房
で
は
、
美
濃
和
紙
の

生
産
過
程
や
流
通
に
つ
い
て
伺

い
、
そ
の
中
で
も
、
大
子
町
産

の
楮
で
生
産
さ
れ
た
も
の
だ
け

が
本
美
濃
紙
と
認
定
さ
れ
る
と

聞
い
て
、
誇
り
に
思
え
た
。
ま

た
、
美
濃
和
紙
ブ
ラ
ン
ド
ブ
ッ

ク
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

外
国
人
客
を
意
識
し
た
作
り
に

な
っ
て
お
り
当
町
で
も
参
考
に

美濃市長との会談

高齢者大学議会見学の様子

手すきの様子

議
員
視
察
研
修

岐
阜
県
美
濃
市　

平
成
30
年
７
月
５
日
～
６
日

○
議
員
が
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
質

問
し
た
こ
と
に
、
町
長
を
は
じ

め
各
部
署
の
方
々
が
答
弁
し
て

い
る
様
子
を
見
学
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
山
間
地

の
町
が
発
展
し
て
い
く
よ
う
町

の
柱
と
な
っ
て
、
足
跡
を
残
し

て
く
だ
さ
る
立
派
な
議
員
を
選

ん
で
よ
か
っ
た
で
す
。

○
今
回
初
め
て
大
子
町
議
会
定

例
会
一
般
質
問
の
傍
聴
を
し
て

議
会
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。
議
員
の
質
問

を
聞
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
ま

だ
ま
だ
町
民
目
線
に
立
っ
て
い

な
い
。
町
の
組
織
、
事
業
を
話

題
に
す
る
前
に
町
民
の
間
で
何

を
し
て
い
る
か
を
も
っ
と
知
る

べ
き
だ
と
思
う
。
最
近
、
各
地

区
で
議
会
報
告
会
を
や
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
報
告
と
同
時
に

町
民
の
意
見
、
要
望
を
取
り
入

れ
た
町
政
を
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

★
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
感
想
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
を
傍
聴
し
て

大
子
町
高
齢
者
大
学
の
生
徒
さ
ん

か
ら
の
感
想
（
抜
粋
）

し
た
い
と
思
え
た
。

　

次
に
、
う
だ
つ
の
上
が
る
町

並
み
の
散
策
で
は
、
美
濃
和
紙

を
中
心
と
し
た
歴
史
あ
る
町
並

み
と
時
代
に
合
わ
せ
た
新
し
い

店
舗
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、

入
込
み
客
が
年
々
増
加
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

美
濃
市
の
和
紙
職
人
の
育
成

と
原
材
料
不
足
は
、
当
町
の
楮

生
産
と
合
わ
せ
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

（
菊
池
富
也
）
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前
号
（
№
１
９
３
号
）
記
事

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

・
Ｐ
２
平
成
30
年
度
各
会
計

　
　

予
算
、
水
道
事
業
会
計
、

　
　

前
年
度
比
較
欄

　
　
（
誤
）

　
　
　

△
３
、３
４
９
万
5
千
円

　
　
（
正
）　　
２
、０
０
０
万
円

　

・
Ｐ
４
逐
条
審
議

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
へ
の

　
　

問
中
、

　
　
（
誤
）
民
族

　
　
（
正
）
民
俗

　

・
Ｐ
６
佐
藤
教
育
長
任
期

　
　
（
誤
）
平
成
34
年
3
月
31
日

　
　
（
正
）
平
成
33
年
3
月
31
日

前
号
（
№
１
９
３
号
）

記
事
の
お
詫
び
と
訂
正

　
私
の
夢
、
そ
れ
は
、
看
護

師
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
病
気
の
人
を
助
け
る
こ

と
で
す
。

　
今
、
私
は
看
護
師
に
な
る

た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
看
護

師
に
必
要
不
可
欠
な
理
系
の

克
服
で
す
。
分
か
ら
な
い
所

は
、
先
生
に
聞
き
、
分
か
る

ま
で
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

次
に
英
語
で
す
。
国
際
化
し

て
き
て
い
る
今
、
英
語
は
必

要
な
こ
と
で
す
。
英
検
や
イ

委
員
長　

須　

藤　
　
　

明

副
委
員
長　

佐　

藤　

正　

弘

委　
　

員　

菊　

池　

富　

也

委　
　

員　

菊　

池　

靖　

一

委　
　

員　

大　

森　

勝　

夫

委　
　

員　

中　

郡　

一　

彦

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放
送
の

ほ
か
録
音
放
送
も
し
て
い
ま
す

の
で
、是
非
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

放
送
日
、
時
間
等
は
Ｆ
Ｍ
放

送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
例
年
に
比

べ
暑
い
と
感
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
６

月
定
例
議
会
で
の
特
徴
的

な
こ
と
の
一
つ
は
、
一
般
質

問
の
時
間
の
選
択
制
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
制
度
は
、

従
来
の
１
時
間
の
質
問
と
、

半
分
の
30
分
を
選
択
す
る

方
法
で
あ
る
。
限
ら
れ
た

時
間
で
の
質
問
内
容
や
時

間
配
分
が
課
題
で
あ
る
と

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
３
月
定
例

議
会
に
提
案
さ
れ
、
執
行

部
自
ら
が
削
除
し
た
、
や

な
の
土
地
・
施
設
の
公
有

財
産
の
購
入
が
再
び
補
正

予
算
で
提
案
さ
れ
否
決
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

否
決
を
受
け
、町
は
「
お

知
ら
せ
」
で
否
決
さ
れ
た

公
有
財
産
購
入
を
含
む
補

正
予
算
案
の
説
明
を
町
民

向
け
に
行
っ
て
い
る
。
何

の
た
め
の
お
知
ら
せ
か
疑

問
が
残
る
。
執
行
部
自
ら

が
提
案
内
容
の
検
証
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　
　
　
（
佐
藤
正
弘
）

わ
く
わ
く

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わ
た
し
の

夢

あ
と
が
き

ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
積
極
的
に
参
加
し
、
英

語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
看
護
師
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
接
す
る
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
は
大

切
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
と

話
し
を
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
視
野
を
広
げ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
努
力

し
、
夢
が
叶
う
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

９
月
定
例
会

　
　
　
　

開
催
予
定

Ｆ
Ｍ
放
送
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ

大
子
町
議
会

　
　
　

広
報
委
員
会

生瀬中３年
梶
かじ

　由
ゆ り

里菜
な

さん
（大字外大野）

▽
５
日
（
水
）　 

開　
　

会

▽
６
日
（
木
）
～
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

自
宅
審
議

▽
10
日
（
月
）　 

一
般
質
問

▽
11
日
（
火
）　 

一
般
質
問

▽
12
日
（
水
）　 

一
般
質
問

▽
13
日
（
木
）　 

逐
条
審
議

▽
14
日
（
金
）　 

逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　

閉　
　

会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


